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セラミックス製品における
残存有機物分析

１．上絵付けに用いられる有機物（糊材）
２．焼成後における残存有機物
３．高感度分析法による試み

研 究 の 目 的

研 究 内 容

新規性・優位性 産業への展開・提案

上絵の技法は、絵具の無機成分を中心
に発色などが研究されています。本研究
による有機物を対象とした試みによって、
新たなに糊の役割という観点から技法解
明が可能となります。 

① 伝統的技法の新技術への展開 
② 陶磁器などセラミックス製品の製作技法 
       の伝承  
③ 有機－無機ハイブリッド材料開発への 
       展開 

陶磁器などのセラミックス製品への上絵付けでは、有機物の糊を絵具に混合して使われます。本
研究では、科学的な観点から糊の役割を解明し、製作技法の伝承や新技術の創出へ貢献すること
を目指しています。今回は、上絵層に残存する有機物の分析に取り組みました。 

上絵層の厚さ（数十μｍ）や、焼成（ ℃程度）による糊の焼失を考慮し、薄い対象物の高感度分
析が可能な飛行時間型二次イオン質量分析計（ ）による分析を試みました。
その結果、上絵付けの焼成後にも有機物が残存することが分かりました。今後、残存する有機物
が果たす役割の解明に取り組む予定です。
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図１ 上絵層における残存有機物の イメージ
二次元イメージの明るく見える領域に有機物が強く検出されています 

有機物由来のフラグメントイオンを足し合わせてイメージを作成

有機物由来のフラグメントイオンの二次元イメージ

質量数 m/z

15.02
CH3+

27.02
C2H3+

26.98
Al+

28.98
SiH+

29.04
C2H5+

40.96
41K+

41.04
C3H5+

43.02
C2H3O+

HN3+
43.05
C3H7+

43.01
CH3Si+

52.98
SiC2H+

53.04
C4H5+

54.05
C4H6+

53.94
54Fe+

51.94
Cr+

52.03
C4H4+

10μm

上絵層に優位に有機物が存在

焼成後にも有機物が残存

単一フラグメントイオンでは、強度が弱く、有機物の分布に
関する明瞭なイメージが得られない
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酵素分解イオン液体法による
セルロース抽出の高効率化

環境技術グループ 濱野智子

１ リグノセルロースからの
セルロース抽出方法を開発

２ 白色腐朽菌とイオン液体の
組み合わせによる高収率化を達成

目 的

内 容

新規性・優位性 産業への展開・提案
これまでイオン液体処理のみでは収率が
低かったリグノセルロースから高収率でセ
ルロースを抽出できる手法を開発しました。
本手法で用いた白色腐朽菌の中には食用
キノコ等も含まれるため、ほだぎ・廃菌床等
への適用も期待できます。

① リグノセルロースの糖化前処理技術
② ほだぎ・廃菌床等の有効活用

木材などのリグノセルロースは食物と競
合しないバイオエタノール原料として注目
されています。しかしリグノセルロース中
のセルロースはリグニンに覆われているた
め、適切な糖化前処理が必要です。本研究
では白色腐朽菌（キノコ）の酵素が持つリ
グニンの分解能力を利用し、イオン液体を
用いた場合の再生セルロースの収率の向上
を目指しました 図 。
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関連した知財
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：リグニン ：セルロース ：ヘミセルロース

化学処理では分解が困難なリグニンを分解
させることができる白色腐朽菌（キノコ）にて木
材を腐朽させることにより、3種類いずれのイ
オン液体を用いた場合も再生セルロースの収
率が高くなることがわかりました（図2）。また3
種のイオン液体の中では１-エチル-３-メチルイ
ミダゾリウムアセテート（【C2mim】【OAc】）を用
いた場合が再生セルロースの収率が最も高く
なりました（図2）。

図 白色腐朽菌処理による再生セルロース収率の違い

特許出願中

図 酵素分解イオン液体法の概要


